




























Do Dual-Earner Couples Use Food Service Industry to Reduce Their Housework?
Empirical Evidence from Japan Using JGSS-2006
安　藤　　　潤 *




家計経済研究所が 2007 年に実施した「消費生活に関するパネル調査」（JPSC）の第 15 回調査
の個票データを用いて Gupta（2006, 2007, 2009）が提唱するパートナーを持つ女性の家事労
働行動の自治モデルの拡張版を推定し、非常勤職に就く妻の所得はその家事労働時間と有意な負
の相関関係を有することを、また、常勤職に就く妻の所得も５％水準では有意ではないが、やは
りその家事労働時間と負の相関関係を持つことを明らかにした 1。このことは、やはり JPSC の
個票データからコーホート A のみを抽出して同様の実証分析を行った Ando（in press a）によっ
























 外食（food away from home）や中食（food at home）に対する家計の需要行動に関する先行
研究は主に農業経済学の分野で行われ、それらは所得水準がその需要に影響を及ぼすことを明ら
かにしてきた。
 Yen（1993）は米国労働省労働統計局による 1989 年の Consumer Expenditure Survey (CES）
から得たデータを用い、就労する妻を持つ夫の総所得、つまり、賃金所得と非賃金所得の合計は
その家計が外食する確率及び外食への支出と有意な正の相関関係を持つことを実証的に明らかに
1 常勤職に就く妻の所得の t 値の絶対値は 1.756 であり、10％水準では有意である。
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している。Nayga and Capps（1994）は 1987-88 National Food Consumption Survey（NFCS）





はいずれとも有意な相関関係を持たないことを明らかにしている。Park et al.（1996）は 1987-
88 NFCS から得られた 3,869 世帯のサンプルを貧困水準を基準に低所得世帯と高所得世帯に分
け、外食、牛肉、鶏肉など 12 カテゴリーに分類された食料に対する家計の消費行動に家計所得
がどのような影響を与えるかについて実証分析を行っている。その結果は、外食に対する所得弾
性値は低所得世帯では 1.12 と 1 を超えてそれが奢侈財であることを表しているのに対し、高所
得世帯では外食の所得弾性値は 0.61 と 1 を下回ってそれが通常財であることを表している。
Byrne et al.（1998）は 1982 年から 1989 年までの National Panel Diary（NPD）Survey から











引き上げること、そして所得弾性値は 1982 年から 1989 年までの 8 年すべてについて 3 つの
タイプの飲食店すべてでの支出金額と有意な正の相関関係を持つことを明らかにしている。
Jekanowski et al. (2001) はアメリカ合衆国商務省センサス局が提供する複数のデータ・セット
から得られた 1982 年と 1992 年の 85 の大都市のデータを用い、ファースト・フード需要関数
を見かけ上無相関の回帰（SUR）により推定している。彼らは 1982 年にファースト・フードに
対する支出金額と 5％水準で有意な正の相関関係を持っていた一人当たり所得が 1992 年にはそ
の正の相関関係は 10％水準でも有意ではなくなっていることを明らかにしている。Stewart, et 






り、夫もしくは妻の相対的所得の１乗項が説明変数として用いられる（Mancer and Brown, 




（Brines, 1994; Greenstein, 2000; Bittman et al., 2003; Evertsson and Nermo, 2004; Gupta, 
2006, 2007, 2009; Killewald and Gough, 2010; Usdansky and Parker, 2011; Ando 2011, in 
press a, in press b）。これらはすべて夫もしくは妻の所得に関する相対的資源、つまり相対的所
得を独立変数とする。
 これに対して、就労する既婚女性の家事労働行動の説明変数として妻自身の絶対的所得、つま
りその所得が用いられるべきであると主張するのが Gupta（2006, 2007, 2009）であり、彼は










負の相関関係を持つことを明らかにしている。さらに Gupta（2009）は 1999 年におけるドイ
ツの German Socio-Economic Panel（GSOEP）、2000 年におけるスウェーデンの Swedish Level 





Gupta 以外による自治モデルの実証分析は Killewald and and Gough（2010）、Killewald（2011）
及び Usdansky and Parker（2011）により行われている。Killewald and Gough（2010）は
PSID の 1976 － 2003 年のデータを用い、自治モデルを推定してアメリカの妻の所得がその家
事労働時間と有意な負の相関関係を有することを明らかにしている。Killewald（2011）はアメ
リ カ の Consumption and Activities Mail and the Health and Retirement Study Core Survey の
2003 年、2005 年、 2007 及び 2009 年のデータを用い、共稼ぎ夫婦の妻の所得がその掃除時間
及び料理時間と有意な負の相関関係を持っていることを発見している。Usdansky and Parker





このモデルを既婚男性の家事労働行動に関する実証分析にも適用したのが Ando（2011, in press 
a, in press b）であり、本論文ではこのモデルを拡張版自治モデルと呼ぶこととする。Ando（2011）



































を応用し、「ほぼ毎日」を 365 回、「週に数回」を 185.5 回（「１週間に３、４回」とし、その平
均値である 3.5 回を 53 週分に換算）、「週に１回程度」を 53 回（週１回を 53 週分に換算）、「月








































































































 記述統計は表 4 － 1 に示されている。各変数に関し、妻の就業上の地位の違いによる平均値
の比較が行われている。各独立変数の平均値は以下の通りである。夫と妻それぞれの夕食準備頻
度は、妻が常勤職の場合は夫が 43.26 回、妻が 323.10 回、妻が非常勤職の場合は夫が 30.24 回、
妻が 347.67 回である。妻の就業上の地位の違いにより夫の夕食準備には５％水準でも有意差は
ないが、妻のそれは 0.1％水準で有意であり、非常勤職で働く妻の方が約 24.6 回多い。妻が常
勤職に就く夫婦の外食利用頻度、弁当利用頻度、惣菜・冷凍食品利用頻度はそれぞれ 26.15 回、
14.22 回、49.67 回、妻が非常勤職に就く夫婦のそれらはそれぞれ 16.35 回、13.15 回、53.02
回であり、妻の就業上の地位の違いによって中食利用頻度には５％水準でも有意差はないが、外
食利用頻度については 0.1％水準で有意差があり、妻が常勤職に就く家族の方が 9.8 回多い。妻
が常勤職で働く夫の所得は 482.14 万円、妻が非常勤職に就く夫のそれは 559.04 万円と、後者
の方が 76.9 万円多いが、５％水準では有意差はない。これに対し、常勤職で働く妻の所得は
255.10 万円、非常勤職に就く妻のそれは 127.24 万円と前者は後者のほぼ２倍で、実際、もっ
ともなことではあるが、両者は 0.1％水準で有意に異なっている。週平均労働時間については、
常勤職で勤める妻を持つ夫が 51.34 時間、非常勤職に就く妻と結婚している夫が 48.27 時間で
あり、両者は５％水準でも有意に異ならない。ただし、当然ではあるが、常勤職で働く妻が
41.50 時間、非常勤職に就く妻が 24.53 時間であり、両者は１％水準で有意に異なる。
 次に各コントロール変数の平均値は次のようである。妻が常勤職で働く夫とそのような妻それ
ぞれの年齢は 45.44 歳、43.11 歳、妻が非常勤職で雇用されている夫とそのような妻それぞれ
3  Ando（2011）は 2007 年における常勤職で働く妻の所得は夫の家事労働時間と有意な正の相関関係を持つ







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の年齢は 46.79 歳、44.41 歳であり、両者には５％水準でも統計学的に有意差はない。最終学
歴では妻が常勤職で働く夫が 2.99、妻が非常勤職に就く夫が 3.14 であり、５％水準でさえこれ
らに有意差はないが、常勤職の妻が 2.96、非常勤職の妻が 2.76 で前者が後者をほぼ 0.2 上回っ
ており、これらは１％水準で有意に異なる。逆に子供の数については前者が 1.72 人、後者が 1.91
人であり、0.1％水準で有意差がある。年齢が０－６歳の末子を持つ夫婦は妻が常勤職の場合が
0.19、つまり全体の 19％、妻が非常勤職の場合は 17％を占め、５％水準でも有意差はないが、











 外食・中食需要関数の推定結果は表 4 － 2 に示されており、（1.1a）、（1.2a）、（1.3a）及び（1.4a）
はそれぞれ従属変数を外食、中食、外食及び弁当、そして惣菜・冷凍食品それぞれの利用頻度と
した推定結果である。利用回数が 0 のサンプル数が外食については 15、中食については 14、
惣菜・冷凍食品については 18 に及ぶため、これら需要関数の推定方法としてトービット・モデ
ルを使用した 4。ただし交差項の推定については別途改めて行う必要があり、それは表 4 － 3 に
示されている 5。
 まず、夫と妻の夕食準備と代替性を有すると考えられる外食の利用頻度を従属変数にした場合








り、外食利用は夫と妻の労働時間の長さから発生する。表 4 － 2 における（1.1a）から、コン
トロール変数の中では母親との同居が従属変数と５％水準で有意な負の相関関係を、都市の規模
が従属変数とやはり 10％水準で有意な正の相関関係を有している。また、「妻＝常勤」が外食利
4 外食及び弁当の利用回数が 0 のサンプル数は 5 であったので、その需要関数の推定には OLS を用いた。
5  独立変数と標準化されたコントロール変数「妻の就業上の地位：常勤」との各交差項の推定は Ando（2011, 












用頻度を従属変数とした推定結果を表 4 － 2 の（1.3a）及び表 4 － 3 の（1.3b）で確認してお
表4－2　推定結果
推定式 (1.1a) (1.2a) (1.3a) (1.4a)
推定方法 Tobit Tobit OLS Tobit
従属変数 外食 中食 外食＋弁当 惣菜・冷凍食品
変 数 推定係数 z 値 推定係数 z 値 推定係数 t 値 推定係数 z 値
定数項 14.724 0.477 58.906 0.812 57.200 1.363 7.461 0.120 
夫の所得 0.012 1.192 -0.019 -0.805 0.008 0.629 -0.018 -0.926 
夫の所得＊妻・常勤 0.016 1.642 0.013 0.584 0.024 1.829 † 0.006 0.306 
妻の所得 -0.009 -0.556 0.052 1.293 -0.011 -0.496 0.057 1.677 
妻の所得＊妻・常勤 -0.009 -0.582 -0.081 -2.232 * -0.020 -0.972 -0.068 -2.180 *
夫の労働時間 0.268 1.474 -0.740 -1.755 † -0.006 -0.024 -0.489 -1.362 
夫の労働時間＊妻・常勤 -0.464 -2.603 ** -0.047 -0.116 -0.422 -1.779 † -0.060 -0.171 
妻の労働時間 0.504 2.098 * 1.238 2.176 * 0.686 2.104 * 1.138 2.315 
妻の労働時間＊妻・常勤 -0.187 -0.731 1.409 2.320 * -0.008 -0.024 1.289 2.445 *
夫の夕食準備 -0.002 -0.058 0.062 0.849 0.041 0.988 0.028 0.451 
夫の夕食準備＊妻・常勤 0.041 1.352 -0.035 -0.486 0.011 0.257 -0.010 -0.160 
妻の夕食準備 -0.044 -1.255 0.012 0.147 -0.081 -1.682 † 0.042 0.592 
妻の夕食準備＊妻・常勤 -0.038 -1.206 0.022 0.307 -0.025 -0.597 0.014 0.229 
夫の年齢 -0.974 -1.536 -1.884 -1.269 -2.157 -2.542 * -0.350 -0.277 
妻の年齢 0.664 0.959 1.384 0.851 1.461 1.574 0.165 0.118 
夫の学歴 1.190 0.603 9.399 2.047 * 1.711 0.645 9.373 2.398 *
妻の学歴 -3.523 -1.443 -9.568 -1.681 † -4.555 -1.386 -8.642 -1.784 †
子どもの数 -1.497 -0.511 -2.629 -0.385 -0.440 -0.111 -2.732 -0.470 
末子年齢 0 － 6 歳 7.701 0.939 13.760 0.715 6.417 0.576 16.004 0.977 
末子年齢 7 － 12 歳 -3.022 -0.453 -16.046 -1.031 -11.625 -1.293 -5.991 -0.452 
20 歳以上の娘と同居 -6.858 -0.995 13.601 0.846 -7.466 -0.807 18.628 1.362 
子ども夫婦と同居 -16.231 -0.698 40.097 0.722 -12.649 -0.400 33.011 0.699 
母親と同居 -20.563 -2.334 * -4.360 -0.216 -20.437 -1.749 † -0.506 -0.030 
性別役割分業意識 -1.184 -0.644 -5.887 -1.361 -2.409 -0.967 -4.851 -1.317 
都市規模 4.491 1.815 † 12.755 2.188 * 9.499 2.824 ** 8.545 1.718 †
夫・常勤 9.043 0.601 9.116 0.257 15.926 0.774 10.019 0.325 
妻・常勤 35.141 2.016 * -58.421 -1.421 21.135 0.892 -50.611 -1.437 
総サンプル数 254 254 254 254
保有サンプル数 239 240 236
Adj. R2 0.032 










ル変数に関しては、表 4 － 2 の（1.3a）から、従属変数と夫の年齢が５％水準で、母親との同
居が 10％水準で有意な負の相関関係を、都市の規模が１％水準で有意な正の相関関係をもって
いることがわかる。















推定式 (1.1b) (1.2b) (1.3b) (1.4b)
被説明変数 外食 中食 外食＋弁当 惣菜・冷凍食品
変 数 推定係数 z 値 推定係数 z 値 推定係数 t 値 推定係数 z 値
妻の就業上の地位：常勤
 夫の所得 0.032 2.015 * -0.002 -0.057 0.038 1.836 † -0.011 -0.351 
 妻の所得 -0.021 -0.969 -0.051 -1.009 -0.037 -1.293 -0.028 -0.656 
 夫の労働時間 -0.316 -1.156 -0.800 -1.298 -0.538 -1.507 -0.564 -1.074 
 妻の労働時間 0.269 0.598 3.012 2.806 ** 0.676 1.108 2.762 2.941 **
 夫の夕食準備 0.050 1.063 0.018 0.156 0.054 0.856 0.016 0.161 
 妻の夕食準備 -0.092 -2.064 * 0.040 0.387 -0.113 -1.866 † 0.060 0.673 
妻の就業上の地位：非常勤
 夫の所得 -0.001 -0.063 -0.029 -0.983 -0.010 -0.613 -0.023 -0.910 
 妻の所得 -0.002 -0.096 0.116 2.056 * 0.005 0.143 0.111 2.304 *
 夫の労働時間 0.635 2.627 ** -0.702 -1.234 0.328 0.998 -0.442 -0.913 
 妻の労働時間 0.652 2.413 * 0.124 0.196 0.693 1.889 † 0.118 0.220 
 夫の夕食準備 -0.034 -0.840 0.089 0.943 0.033 0.599 0.036 0.443 





 妻の夕食準備に関する拡張版自治モデル及び交差項の推定結果はそれぞれ表 4 － 4 及び表 4
－ 5 に示されている。推定方法はすべて OLS である。表 4 － 4 における（2.1a）、（2.2a）、（2.3a）
及び（2.4a）そして表４－５における（2.1b）、（2.2b）、（2.3b）及び（2.4b）では夕食準備を代
替すると考えられる財・サービスに関する独立変数として外食利用頻度、中食利用頻度、外食及











同じく表 4 － 3 から、妻が非常勤職に就いている場合、すべての独立変数が妻の夕食準備頻度
と有意な相関関係を持たないことがわかる。








 夫の夕食準備に関する拡張版自治モデルと交差項の推定結果はそれぞれ表 4 － 6 及び表 4 －
7 に示されている。妻の就業上の違いにより各独立変数が夫の夕食準備行動にどのような影響を
及ぼすのかを表 4 － 7 で確認しておこう。常勤職で働く妻を持つ夫の場合、妻の夕食準備頻度
のみ５％もしくは 10％水準で有意な負の相関関係を持ち、これ以外の独立変数はすべて有意で
はない。また、非常勤職で働く妻を持つ夫の場合、独立変数はすべて有意ではない。表 4 － 6


















推定式 (2.1a) (2.2a) (2.3a) (2.4a)
変 数 推定係数 t 値 推定係数 t 値 推定係数 t 値 推定係数 t 値
定数項 328.922 5.891 *** 334.627 5.884 *** 333.483 5.959 *** 334.505 5.896 ***
夫の所得 0.021 1.076 0.018 0.948 0.020 1.039 0.019 0.986 
夫の所得＊妻・常勤 -0.009 -0.460 -0.012 -0.623 -0.008 -0.421 -0.012 -0.632 
妻の所得 -0.045 -1.348 -0.042 -1.255 -0.045 -1.350 -0.044 -1.309 
妻の所得＊妻・常勤 -0.011 -0.369 -0.010 -0.317 -0.013 -0.447 -0.008 -0.268 
夫の労働時間 -0.106 -0.294 -0.163 -0.460 -0.183 -0.520 -0.156 -0.444 
夫の労働時間＊妻・常勤 -0.029 -0.082 0.097 0.282 -0.011 -0.032 0.094 0.274 
妻の労働時間 -0.426 -0.899 -0.620 -1.293 -0.408 -0.867 -0.647 -1.356 
妻の労働時間＊妻・常勤 -0.567 -1.139 -0.610 -1.198 -0.506 -1.018 -0.637 -1.259 
夫の夕食準備 -0.135 -2.273 * -0.138 -2.319 * -0.127 -2.143 * -0.139 -2.342 *
夫の夕食準備＊妻・常勤 -0.130 -2.260 * -0.142 -2.456 * -0.134 -2.337 * -0.140 -2.439 *
外食 -0.233 -1.513 
外食＊妻・常勤 0.015 0.116 
中食 0.015 0.277 
中食＊妻・常勤 0.045 0.813 
外食＋弁当 -0.179 -1.835 †
外食＋弁当＊妻・常勤 -0.013 -0.151 
惣菜・冷凍食品 0.046 0.706 
惣菜・冷凍食品＊妻・常勤 0.060 0.914 
夫の年齢 3.513 2.936 ** 3.748 3.130 ** 3.298 2.725 ** 3.708 3.105 **
妻の年齢 -3.639 -2.775 ** -3.855 -2.941 ** -3.455 -2.625 ** -3.821 -2.920 **
夫の学歴 2.794 0.741 2.345 0.613 2.767 0.735 1.966 0.513 
妻の学歴 -0.327 -0.069 0.957 0.201 -0.270 -0.057 1.455 0.305 
子どもの数 10.303 1.834 † 10.924 1.930 † 10.305 1.837 † 11.098 1.962 †
末子年齢 0 ～ 6 歳 13.874 0.868 10.510 0.650 13.281 0.833 9.574 0.591 
末子年齢 7 ～ 12 歳 5.250 0.407 4.964 0.379 4.013 0.310 4.873 0.373 
20 歳以上の娘と同居 2.333 0.175 3.620 0.271 1.611 0.121 2.806 0.210 
子ども夫婦と同居 -259.170 -6.258 *** -261.357 -6.257 *** -256.267 -6.193 *** -261.806 -6.284 ***
母親と同居 -30.747 -1.851 † -27.474 -1.653 † -31.000 -1.868 † -27.603 -1.664 †
性別役割分業意識 -0.790 -0.220 -0.598 -0.166 -0.777 -0.217 -0.466 -0.129 
都市規模 5.960 1.229 4.727 0.969 6.541 1.342 4.517 0.931 
夫・常勤 0.548 0.019 -3.242 -0.109 1.307 0.044 -3.702 -0.125 
妻・常勤 33.984 1.345 28.495 1.119 31.695 1.259 29.589 1.165 
サンプル数 254 254 254 254
























推定式 (2.1b) (2.2b) (2.3b) (2.4b)
変 数 推定係数 t 値 推定係数 t 値 推定係数 t 値 推定係数 t 値
妻の就業上の地位：常勤
 夫の所得 0.010 0.324 0.004 0.128 0.010 0.332 0.004 0.136 
 妻の所得 -0.058 -1.430 -0.054 -1.320 -0.061 -1.501 -0.054 -1.314 
 夫の労働時間 -0.142 -0.276 -0.043 -0.083 -0.196 -0.381 -0.038 -0.074 
 妻の労働時間 -1.141 -1.312 -1.375 -1.534 -1.045 -1.197 -1.450 -1.612 
 夫の夕食準備 -0.298 -3.382 ** -0.313 -3.589 ** -0.296 -3.357 ** -0.316 -3.586 **
 外食 -0.214 -1.435
 中食 0.071 0.777
 外食＋弁当 -0.196 -1.540 
 惣菜・冷凍食品 0.121 1.137 
妻の就業上の地位：非常勤
 夫の所得 0.027 1.130 0.028 1.121 0.026 1.075 0.028 1.158 
 妻の所得 -0.036 -0.769 -0.034 -0.718 -0.034 -0.731 -0.037 -0.787 
 夫の労働時間 -0.083 -0.169 -0.240 -0.503 -0.174 -0.367 -0.231 -0.486 
 妻の労働時間 0.022 0.041 -0.130 -0.244 -0.008 -0.015 -0.143 -0.271 
 夫の夕食準備 -0.032 -0.401 -0.024 -0.299 -0.020 -0.259 -0.028 -0.351 
 外食 -0.245 -1.065 
 中食 -0.021 -0.312
 外食＋弁当 -0.169 -1.260 













推定式 (3.1a) (3.2a) (3.3a) (3.4a)
変 数 推定係数 z 値 推定係数 z 値 推定係数 z 値 推定係数 z 値
定数項 125.195 1.186 117.341 1.112 109.652 1.039 124.177 1.177 
夫の所得 -0.043 -1.275 -0.037 -1.108 -0.041 -1.226 -0.038 -1.139 
夫の所得＊妻・常勤 0.021 0.626 0.022 0.668 0.017 0.516 0.022 0.682 
妻の所得 -0.027 -0.454 -0.031 -0.514 -0.023 -0.379 -0.027 -0.448 
妻の所得＊妻・常勤 0.008 0.154 0.013 0.235 0.009 0.171 0.007 0.131 
夫の労働時間 0.737 1.189 0.603 0.997 0.561 0.932 0.543 0.901 
夫の労働時間＊妻・常勤 -0.504 -0.852 -0.364 -0.624 -0.295 -0.508 -0.357 -0.614 
妻の労働時間 -0.567 -0.668 -0.851 -1.009 -0.870 -1.036 -0.807 -0.962 
妻の労働時間＊妻・常勤 -0.816 -0.917 -0.848 -0.950 -0.749 -0.845 -0.802 -0.902 
妻の夕食準備 -0.225 -1.939 † -0.227 -1.962 * -0.206 -1.774 † -0.227 -1.955 †
妻の夕食準備＊妻・常勤 -0.039 -0.363 -0.059 -0.563 -0.044 -0.418 -0.061 -0.578 
外食 -0.281 -0.879 
外食＊妻・常勤 0.425 1.595 
中食 0.102 1.066 
中食＊妻・常勤 0.032 0.331 
外食＋弁当 0.200 1.187 
外食＋弁当＊妻・常勤 0.062 0.408 
惣菜・冷凍食品 0.056 0.492 
惣菜・冷凍食品＊妻・常勤 0.060 0.517 
夫の年齢 2.016 0.959 2.125 1.006 2.385 1.120 1.961 0.931 
妻の年齢 -1.002 -0.438 -0.814 -0.356 -1.004 -0.438 -0.722 -0.316 
夫の学歴 -6.824 -1.026 -7.786 -1.161 -7.368 -1.105 -7.453 -1.109 
妻の学歴 15.850 1.920 † 17.586 2.115 * 17.380 2.099 * 17.346 2.076 *
子どもの数 -8.384 -0.859 -8.080 -0.826 -8.407 -0.860 -8.113 -0.828 
末子年齢 0 ～ 6 歳 -11.797 -0.414 -14.861 -0.521 -14.524 -0.511 -15.221 -0.532 
末子年齢 7 ～ 12 歳 -8.486 -0.374 -5.725 -0.250 -4.959 -0.217 -7.830 -0.342 
20 歳以上の娘と同居 -10.322 -0.449 -14.385 -0.624 -10.502 -0.455 -13.664 -0.591 
子ども夫婦と同居 -1004.197 0.000 -871.949 0.000 -833.131 0.000 -1534.064 0.000 
母親と同居 -49.591 -1.598 -47.732 -1.545 -44.202 -1.421 -49.412 -1.599 
性別役割分業意識 -14.773 -2.349 * -13.494 -2.152 * -13.541 -2.159 * -13.763 -2.194 *
都市規模 -14.247 -1.694 † -16.780 -1.998 * -17.524 -2.068 * -15.936 -1.905 †
夫・常勤 5.137 0.099 2.550 0.049 2.142 0.041 3.669 0.071 
妻・常勤 53.322 0.924 62.098 1.089 51.508 0.892 60.023 1.055 
総サンプル数 254 254 254 254
保有サンプル数 140 140 140 140






















 本論文は大阪商業大学 JGSS 研究センターから JGSS-2006 のデータをお借りすることで実現し
表4－7　交差項の推定結果（夫の夕食準備）
推定式 (3.1b) (3.2b) (3.3b) (3.4b)
変 数 推定係数 z 値 推定係数 z 値 推定係数 z 値 推定係数 z 値
妻の就業上の地位：常勤
 夫の所得 -0.017 -0.323 -0.010 -0.185 -0.020 -0.378 -0.010 -0.194 
 妻の所得 -0.017 -0.234 -0.015 -0.211 -0.011 -0.155 -0.018 -0.253 
 夫の労働時間 0.103 0.121 0.144 0.169 0.189 0.222 0.093 0.110 
 妻の労働時間 -1.595 -1.043 -1.918 -1.229 -1.813 -1.175 -1.820 -1.172 




 惣菜・冷凍食品 0.132 0.678 
妻の就業上の地位：非常勤
 夫の所得 -0.059 -1.378 -0.055 -1.272 -0.055 -1.273 -0.056 -1.305 
 妻の所得 -0.034 -0.399 -0.041 -0.479 -0.030 -0.355 -0.033 -0.380 
 夫の労働時間 1.135 1.318 0.891 1.074 0.794 0.964 0.825 0.997 
 妻の労働時間 0.079 0.079 -0.180 -0.188 -0.278 -0.289 -0.173 -0.181 
 妻の夕食準備 -0.195 -1.184 -0.180 -1.098 -0.171 -1.039 -0.178 -1.085 
 外食 -0.617 -1.249
 中食 0.076 0.678 
 外食＋弁当 0.152 0.649
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